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住宅整備推進課の取組

2

〜市⺠が安心して、暮らし続けられる住宅や住環境
の形成を目指しています！〜

『住宅整備推進課での業務内容』

【居住支援係】
・高齢の方や障害を持つ方などが⺠間賃貸住宅を借りやすくするため
の支援

【安心居住係】
・分譲マンションの適正な管理に向けた取組

【活⽤再⽣係】
・⼾建て中古住宅の利活⽤や流通の促進、空家が発生しないよう普及
啓発活動を行う取組

など。
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うｈ
川崎市の住宅の種類と住宅戸数

■空家数・空家率（住宅総数に占める空家の割合）の推移 【

・本市の住宅総数は777,800⼾、そのうち空家が73,800⼾。
・その内、⼀⼾建ての「その他の住宅」が5,200⼾で、共同住宅
等が18,600⼾。

住宅
居住世帯のある

住宅
一戸建

777,800戸 701,600戸 173,200戸

共同住宅・長屋等

528,400戸

居住世帯のない
住宅

空家 一戸建
①二次的住宅

（別荘等）

76,200戸 73,800戸 6,800戸 100戸

建築中の住宅 ②賃貸用の住宅

500戸 500戸

一時現在者のみ
の住宅

③売却用の住宅

1,900戸 1,100戸

④その他の住宅 腐朽・破損あり

5,200戸 1,800戸

腐朽・破損なし

3,400戸

共同住宅・長屋等
①二次的住宅

（別荘等）

67,000戸 200戸

会社等の寮・
寄宿舎

②賃貸用の住宅

46,000戸

学校等の寮・
寄宿舎

③売却用の住宅

2,200戸

旅館・宿泊所 ④その他の住宅 腐朽・破損あり

18,600戸 2,200戸

その他の建物 腐朽・破損なし

16,400戸

住宅以外で人が居住する建物

500戸
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空家数・空家率

・本市の空家率はH30時点で9.5％とほぼ横ばい。
・政令指定都市の中では比較的空家率は低い。
・空家総数はこの20年間で増加傾向。

【出典】：Ｈ３０住宅・土地統計調査（総務省・統計局）5



区別の空家数・空家率

■空家数・空家率（住宅総数に占める空家の割合）の推移

・区別での空家数は多摩区が最も多く、次いで中原区、川崎区
となっている。

・空家率は麻生区が最も高く、次いで多摩区となっている。
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庁内空家データベースの登録空家の動向調査

・平成２９年度と令和２年度の登録件数を比較すると、総数は
ほぼ同数。（H29及びR2実態調査比較）

・建物に著しい破損や樹木の繁茂が見られるものが増加してい
る。
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空家推移

R2

■庁内空家データベースの登録空家の動向

274（約43％）解消
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庁内空家データベースの登録空家の動向調査

・平成２９年度と令和２年度の登録件数を比較すると、川崎区
と幸区で増加している。

・建物に著しい破損や樹木の繁茂が見られるものが増加してい
る。
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多摩区内の空家の把握状況

※多摩区内の空家把握⼾数（Ｒ４年３月末現在）

・区に寄せられた空家に起因する相談、消防署による巡回など
により把握している空家は１１９⼾

・丘陵地帯を含むエリアに比較的多く存在

宿河原・堰・長尾地区
32戸（約２７％）

生田南地区
23戸

生田北地区
２７戸

生田東地区 13戸

菅地区
１７戸（約１４％）

登戸地区 ４戸
中野島・布田地区 ３戸

生田地区
約５３％
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空家所有者アンケート調査等

■空家数・空家率（住宅総数に占める空家の割合）の推移

空家所有者アンケート調査(H30)
①アンケート対象空家682件について建物登記情報を収集
⇒建物種類の記載があった484件について集計

②空家所有者にアンケート調査を実施、回収した調査票を集計
【調査概要】
対象空家数 以下の情報を基に居住世帯がないことを確認した空家

（共同住宅等の場合は１棟全て居住等がない場合が対象）
・地域住⺠から区役所等に寄せられた、周囲に影響を
及ぼしている空家の情報

・消防局が出火防止のために定期的に巡回している
空家の情報

・重点密集市街地改善の取組で把握した空家

738件

調査方法 郵送配布、郵送回収 アンケート対象空家数 682件
送付先 固定資産税の課税情報に記録

されている納税通知書送付先
有効配布数 651件

調査期間 平成30年９月27日〜
11月12日到着分

有効回収数（有効回収率） 290件
(44.5%)
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空家所有者アンケート調査

・約９割が木造の建物
・昭和５５年以前に建築された建物は多摩区では約７割

■空家の構造 n=484     ■空家の建築年度

木造
435

89.9%

鉄骨造
35

7.2%

コンクリート造
14

2.9% 3.4

9.2

2.4

8.3

4.1

2.1

0.8

40.0

41.5

46.3

52.1

49.0

33.3

30.0

37.3

33.8

23.1

29.3

27.1

36.7

43.8

38.6

35.7

15.2

13.8

17.1

6.3

6.1

14.6

21.4

19.0

6.3

7.7

4.9

6.3

4.1

6.3

8.6

5.6

1.1

3.1

1.4

1.6

0.2

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総計(n=447)

川崎区(n=65)

幸区(n=41)

中原区(n=48)

高津区(n=49)

宮前区(n=48)

多摩区(n=70)

麻生区(n=126)

昭和35年以前 昭和36年～昭和45年
昭和46年～昭和55年 昭和56年～平成2年
平成3年～平成12年 平成13年～平成22年
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空家所有者アンケート調査

・所有者等の６割以上が６５歳以上の高齢者
・所有者等の住所は４割以上が川崎市外

■ｱﾝｹｰﾄ回答者(所有者等)の年齢 n=202 ■ｱﾝｹｰﾄ送付先（所有者等の住所） n=651

0 (0.0%)

1 (0.5%)

0 (0.0%)

5 (2.5%)
34

(16.8%)
23

(11.4%)
33

(16.3%)
63

(31.2%)
36

(17.8%)
7 (3.5%)

0% 10% 20% 30% 40%

10代

20代

30代

40代

50代

60歳から64歳

65歳から69歳

70代

80代以上

無回答

89 
(13.7%) 275 

(42.2%)

87 
(13.4%)

126 
(19.4%)

14 
(2.2%)

17 
(2.6%)

43 
(6.6%)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

空き家と同住所

川崎市内（空き家とは違う

住所）

神奈川県（川崎市以外）

東京都

千葉県

埼玉県

その他
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空家所有者アンケート調査

・６割以上は５年以上空家となっている
・空家になった理由は、相続が最も多い
■空家となっている期間 n=202 ■空家となった理由 n=202

4 (2.0%)

21(10.4%)

30(14.9%)
64(31.7%)

64(31.7%)

5 (2.5%)

14 (6.9%)

0% 10% 20% 30% 40%

１年未満

１年以上～３年未満

３年以上～５年未満

５年以上～１０年未満

１０年以上

その他

無回答

55 (27.2%)
30 (14.9%)

22 (10.9%)

19 (9.4%)

8 (4.0%)

7 (3.5%)

5 (2.5%)

5 (2.5%)

3 (1.5%)

1 (0.5%)

1 (0.5%)

31 (15.3%)

15 (7.4%)

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

相続したが、他に自分の家があるため

賃借人が退去したため

老朽化して利用できないため

入院や施設への入所などにより不在に

しているため

利便性が良いところに引越ししたため

子供や親族と同居したため

転勤などで不在にしているため

近々取り壊す予定のため

建替え、増築、修繕などの工事で一時

的に退去しているため

子供や親族の家の近くに引越ししたた

め

自然豊かなところへ引越ししたため

その他

無回答 13



空家所有者アンケート調査

・今後の意向として、家屋・土地を売却したい方が多い

■今後の空家に対する所有者等の意向 n=202

73 (36.1%)
29 (14.4%)

25 (12.4%)

24 (11.9%)

24 (11.9%)

15 (7.4%)

1 (0.5%)

1 (0.5%)

19 (9.4%)

24 (11.9%)

18 (8.9%)

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

家屋・土地どちらも売却したい
家屋を解体し、更地にしたい

一般賃貸物件として貸し出したい

自身や親族の居住⽤家屋として利⽤したい
物置・倉庫や車庫として利⽤したい

建替えて居住したい（親族の居住を含む）
⺠泊⽤賃貸物件として貸し出したい

家屋のみ売却したい
特にどのように使おうとも考えていない

その他
無回答

【当てはまるもの全て選択】
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伸び率がたたｋ
中古住宅の流通シェア

・住宅の流通データから、近年、中古住宅の流通シェアが高
まっており、全国、神奈川県、横浜市と比較して伸び率が
高くなっている。

13.5
15.8

19.2

11.5

14.7 16.9 18.1
14.414.5

17.9
18.5 18.2

0.0

10.0

20.0

30.0

全国 神奈川県 横浜市 川崎市
2008年 2013年 2018年

（％）
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※中古住宅の流通⼾数の新築を含めた全流通⼾数に
対する割合

【出典】：住宅・土地統計調査（総務省・統計局）
住宅着工統計
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川崎市の空家対策の取組

・空家の予防や、住宅の状態に応じて利活用等の対策を実施
（１）空家等の把握・相談窓口の整備
・空家等の調査・把握、空家データベースの構築
・川崎市住宅供給公社に所有者向け相談窓口を設置・各種専門家と連携

（２）空家に関する普及・啓発の取組
・ホームページ、リーフレット等による適正な管理に向けた啓発
・住まい・まちづくり講習会の開催（年２回）

（４）空家のまちづくりへの活用
・空家のまちづくりに資する利活⽤への支援

（５）管理不全空家への対応
・空家所有者アンケート調査等の実施
・空家対策特措法に基づく特定空家等に対する措置の実施

（３）空家の流通促進
・⺠間事業者等と連携した空家の流通促進の取組

住宅の状態

居住中

空家化

管理
不全

17



（１）相談窓口の整備

・空家所有者向けの相談窓口を川崎市住宅供給公社に設置
・ＨＰによる周知
https://www.city.kawasaki.jp/500/page/0000129713.html

・固定資産税・都市計画税納税のしおりによる周知
ＨＰのリンク先及びＱＲコードによるＨＰの案内

18
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専門家１２団体との協定締結

・「空家等対策における連携及び協力に関する協定」締結
（令和２年１１月２６日）

19

■⽬的︓空家等の発⽣の予防及び適正かつ円滑な利⽤を図り、総合的な空家等
対策を推進すること

■協定締結団体
・神奈川県⾏政書⼠会
・神奈川県司法書⼠会
・公益社団法人 神奈川県宅地建物取引業協会川崎北⽀部
・公益社団法人 神奈川県宅地建物取引業協会川崎中⽀部
・公益社団法人 神奈川県宅地建物取引業協会川崎南⽀部
・奈川県土地家屋調査⼠会
・一般社団法人 神奈川県不動産鑑定⼠協会
・公益社団法人 神奈川県ペストコントロール協会
・神奈川県弁護⼠会
・一般社団法人 川崎市建築設計事務所協会
・公益社団法人 全⽇本不動産協会神奈川県本部川崎⽀部
・東京地方税理⼠会



（２）普及啓発の取組

20

・「家の将来」を考えるリーフレットの作成・所有者への送付



（２）普及啓発の取組（セミナー）

21



（２）普及啓発の取組

・空家所有者に対する相談窓口の周知
・パンフレットによる周知（各区役所等配架）
「暮らしの家のことを考えるための冊子」

22



23

（２）普及啓発の取組

・空家にしない『わが家』の終活ノート



（２）普及啓発の取組

・空家管理の適正化に向けたリーフレットの作成・配布
・空家所有者へ空家管理の適正化に向けたリーフレットの送付

・年２回の住まい・まちづくり講習会の開催
・防災・まちづくり推進課等との相互連携による周知 24



（３）空家の流通促進

『小田急沿線既存住宅流通促進協議会』（小田急電鉄グループ、
ＪＡ（神奈川件信用農業協同組合連合会）、川崎市）における、
中古住宅の買取再販型の流通促進の取組
■取組内容

■実績（Ｒ２）
⿇⽣区五力田において、１件（築１８年）土地面積：１９２㎡、建物面積：１１７㎡
リフォーム費⽤約1,000万円、再販価格5,480万円

25



（３）空家の流通促進

空家の発生を抑制するための特例措置
■平成２８年度の税制改正における、租税特別措置法の一部の改正により、空家の相
続⽇から起算して３年を経過する⽇の属する年の12月31⽇までに、被相続人の居住
の⽤に供していた家屋を相続した相続人が、当該家屋（耐震性のない場合は耐震リ
フォームをしたものに限り、その敷地を含む。）または取壊し後の土地を譲渡した
場合には、当該家屋または土地の譲渡所得から3,000万円を特別控除する制度です。

■空き家の譲渡所得3,000万円特別控除のイメージ図

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ 合計
川崎市交付件数 111 108 122 137 206 684

※現行制度は2023年12月31日までの時限措置となっております。

■空き家の譲渡所得3,000万円控除に係る川崎市の確認書の交付件数（H29〜R2)

26



（４）空家のまちづくりへの活用

まちづくりに資する空家利活用
・空家所有者とまちづくりに資する空家の利活用希望者との
マッチングの試行

こういう条件で空
家を貸してもいい

資産を有効活⽤し
て欲しい

空家でこんな利活⽤
をしたい

利活⽤事例
・地域交流（自治会館、
コミュニティスペース、
まちのひろば等）

・福祉（高齢者や障がい者
の居場所

・子育て支援、教育関連
・住宅確保要配慮者向け
居住支援（グループホーム等）

空家所有者 利活⽤者

マッチング制度窓口

関係局区
市⺠⽂化局、健康福祉局、
こども未来局、各区役所等

川崎市
まちづくり局住宅整備推進課

コーディネーター

連携

連携
【住まいの相談窓口】

専門家団体

派遣

マッチング

登録申請登録申請

マッチン
グ支援

マッチン
グ支援

専門家
紹介

専門家
紹介

27



28

（４）空家のまちづくりへの活用

HPによる登録空家の募集
https://www.city.kawasaki.jp/500/page/0000137664.html

https://www.city.kawasaki.jp/500/page/0000137664.html


（５）管理不全空家への対応

・空家対策特措法に基づく「特定空家等」に対する措置の実施

29



空家に関する相談状況

・市⺠から区役所に相談・通報のあった空家は、平成29年度か
ら令和２年度までに合計367件あり、相談内容は立木や雑草の
繁茂に関するものが半数以上を占めている

■市⺠から区役所等への空家等に関する相談・通報件数
Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 合計

川崎区 6 5 12 4 27
幸区 5 2 7 6 20
中原区 10 6 9 13 38
高津区 11 17 19 17 64
宮前区 13 10 12 4 39
多摩区 14 13 19 7 53
麻生区 19 28 42 37 126
合計 78 81 120 88 367

建物の老朽化

17.6%

立木・雑草の繁茂

56%

動物・虫の発生

14.8%

不安

4.6%

悪臭

1.9%
その他

4.6%

■令和２年度相談内容内訳

■相談事例（抜粋）
・トタン屋根や⾬⼾、外壁が外れかけており、強⾵で外れそうで不安。
・樹木や雑草が繁茂し、電線にかかり越境してきている。
・ハチの巣ができ、蚊や蛾が発⽣し、動物等が棲み着いている。
・何年も空家で防火・防犯上不安
・悪臭がする

30



空家に関する相談状況

・所有者等から川崎市すまいの相談窓口（川崎市住宅供給公
社）に相談のあった件数は、平成２９年度から令和２年度ま
でに合計８９件あった。

■所有者等からすまいの相談窓口への空家に関する相談件数（平成29年度〜令和2年度）
Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 合計

売却 10 6 4 10 30
登記関係 2 2 1 1 6
管理 5 3 1 2 11
その他（資産活用・税控除等） 7 6 17 12 42
合計 24 17 23 25 89

○その他の相談内容
・相続した空家の解体や修繕をしたいので、業者を紹介してほしい。
・市や公社で空家を借り上げたり、引き取ってほしい。（接道がない等）
・空家を解体したり、建替えや修繕を行う費⽤がない。
・空家を購入・活⽤したいため、空家を紹介してほしい。
・空家を賃貸に出したいが、借り手を紹介してほしい。
・相続や税金のことを聞きたい。
・認知症の親族が持っている空家をどうすればよいか教えてほしい。
・借地権の敷地にある空家についてどうすればよいか教えてほしい。 31



【家の将来】
〜早い段階から⾼齢期の我が家の在り⽅を考えよう〜

令和５年２月１４日
市⺠講座＠多摩区役所

川崎市まちづくり局
住宅政策部住宅整備推進課 小島

目次 １ 自己紹介
２ 川崎市の空家の状況
３ 川崎市の空家対策の取組
４ 麻生区王禅寺⻄における空家活用事例の紹介
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町内会の空家活用事例の紹介

町内会による空家活用ー王禅寺みどり町会の取組

■王禅寺みどり町会の位置

川崎市
麻生区

王禅寺みどり町会

王禅寺地区
所在地：王禅寺⻄2〜4丁目、王禅寺東1〜5丁目、

東百合丘4丁目

33



町内会の空家活用事例の紹介

（１）空家の把握・勉強会の実施①（平成３０年１〜２月）
・空き家の位置や状況をまとめた「空家マップ」の作成

■空家マップの作成状況 ■作成した空家マップ

○空家と考えられる住宅が１４件
34



町内会の空家活用事例の紹介

（４）空家活用の開始①（平成３０年１２月〜平成３１年１月）
・町会有志による家屋・庭の清掃活動
・活用方法の検討ワークショップの開催

■町会有志による清掃活動 ■活用方法検討ワークショップ

35



町内会の空家活用事例の紹介

（４）空家活用の開始②
・多世代交流の場として試行的活用 (平成31年1月〜3月)
・町会総会で承認し｢みどり町会サロン｣のオープン(平成31年4月)
■「みどり町会サロン」外景 ■活用状況

【健康体操】

【ゲーム】

■オープン後の町会検討メンバーの声
・サロンに誘うなど、地域の方に声を
かけられる場所ができた

・今後、子ども会で使うなど、様々な
活動に活用していきたい 36



町内会の空家活用事例の紹介

サロンの利活用状況
■茶話会ミニ講座チラシ ■茶話会の状況

■ハロウィン・クリスマス会
（子供会と連携）

■マージャンの会 等 37



今後の空家対策について

まちづくり局住宅政策部住宅整備推進課
ＴＥＬ：０４４ー２００−２２５３
ＦＡＸ：０４４−２００−３９７０

Ｅ−ｍａｉｌ：50zyusei@city.kawasaki.jp

ご清聴ありがとうございました。
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